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所沢市議会
－おもな内容－

◆特集　発進 第18期所沢市議会･････････････Ｐ２～５
　　　　新体制が決定しました
　　　　新しい委員会委員が決定しました
◆6月定例会のおもな内容 ･･･････････････････Ｐ６～９
◆市政に対する一般質問 ･･････････････････Ｐ10～14
◆議会報告会を開催しました ･･･････････････････Ｐ15
◆マスコットキャラ名募集／市議会ココ3か月 ほか ･･Ｐ16
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本
年
は
戦
後
70
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、

所
沢
市
議
会
に
と
っ
て
は
開
設
65
周
年
と
い
う
年

で
も
あ
り
ま
す
。そ
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

広
聴
広
報
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
い
た
し
ま
し

た
。ち
な
み
に
デ
ザ
イ
ン
を
考
案
し
た
の
は
議
会

事
務
局
の
職
員
で
す
。是
非
と
も
親
し
み
や
す
い

愛
称
を
つ
け
て
い
た
だ
き
、市
民
の
み
な
さ
ま
と
議

会
を
つ
な
げ
る
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
大
い
に
活

躍
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

（
荻
）

市議会ココ 3か月

　所沢市議会は、昭和25年11月3日に所沢市制が施行されたことを受け、同年11月17日に初議会を開催しました。
　今年はこの初開催から数えて65周年にあたることから、突然ですが、これを記念して、このたび、広聴広報委員会に
マスコットキャラクターが登場することとなりました！
　このキャラクターの名前を、市民の皆様より募集したいと思います。ぜひ奮ってご応募ください。

所沢市議会６５周年記念！
広聴広報マスコットキャラクターの名前を募集します！！

【profile】

生まれたところ ： 所沢市

誕生日 ： 11月17日(初議会開催の日)

性格 ： とてもオープン

お仕事 ： 議会を裏で支える自称

ひばりの忍者。所沢市議会のこと

は何でも知っているつもりでいる。

素質を見込まれ広聴広報部門を担

当することになり、表舞台に姿を

現すことになった。

今後はHPやSNS、そして市議会

だよりなどを舞台に、活躍してい

きたいと思っている。

point１  【leaf】

お茶の葉を頭に乗せている。

point2  【face】

忍者として様々 な仕事をこなす
ため、顔を変えることができる。
噂では、33もの顔を使い分ける
とか々々々

point3  【body】

赤いスカーフはこだわりのトレード
マーク。胸には所沢市議会65周年
の記念エンブレムが光る。
羽根のような手はひばりの手？

＜応募方法＞
【キャラクターの名前】【名前の由来】【お名前】【ご住所】【お電話番号】をメール、FAX、書面等のいずれかの
方法にてご応募ください。
※採用作品に係る著作権、その他一切の権利は、所沢市議会に帰属します。
※住所・氏名・電話番号等の個人情報については、本事業実施に関わる事務以外には使用しません。
＜応募先＞
所沢市議会事務局調査担当　　〒359-8501所沢市並木1-1-1
■電話：04-2998-9256　■FAX番号：04-2998-9222　■Mail：a9256@city.tokorozawa.saitama.jp
＜応募締め切り＞
平成27年９月11日（金）必着

4月 26日 市議会議員選挙
 30日 新議員当選者初顔合わせ会
5月 13日 新任議員事務説明会
 19日 第１回臨時会
25･26日  新任議員市内施設見学会
 27日 議会報告会
 28日 全員協議会
 30日 議会報告会
6月 8日 議会運営委員会
6月 16日～７月７日　第２回定例会

次 の 定 例 会 は ９ 月 １ 日 か ら の 予 定 で す 。
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発
進	

所
沢
市
議
会

選挙後
　　〜臨時会まで

第
18
期

●議員は、４年ごとに選挙によって
市民から選ばれます。

　議員の定数は条例で定めることに
なっており、定数条例は平成25年
３月に改正され、本則で37人、附
則で当分の間33人と規定されてい
ます。現員数は33人です。

●議員は、議会活動を行うため、会派を
結成することができます。会派は、政
策を中心とした同一の理念を共有する
議員で構成され、活動します。

●任期は、
　平成27年５月１日
　～平成31年４月30日です。

会派名簿（○印は会派代表者。他の議員の並びは議席番号順です。）

自由民主党・無所属の会 ○中　　毅志　　粕谷不二夫　　青木　利幸　　石原　　昂　　入沢　　豊　　近藤　哲男	
	 大館　隆行　　松本　明信　　越阪部征衛

所 沢 市 議 会 公 明 党 ○村上　　浩　　福原　浩昭　　植竹　成年　　亀山　恭子　　吉村　健一　　西沢　一郎

至 誠 自 民 ク ラ ブ ○秋田　　孝　　荻野　泰男　　杉田　忠彦　　浅野美恵子　　桑畠　健也　　中村　　太

日本共産党所沢市議団 ○平井　明美　　矢作いづみ　　荒川　　広　　城下　師子　　小林　澄子

民主ネットリベラルの会 ○末吉美帆子　　島田　一隆　　石本　亮三　　赤川　洋二

維 新 の 党 ○谷口　雅典　　松崎　智也

自 民 ク ラ ブ ○大石　健一

平成 27年５月 19日　　臨時会（市長および特別職と）

所沢市議会議員選挙
（平成 27年 4月 26日施行）で
新たな市議会議員が選ばれました

5月 8日　会派を結成しました

４月 30日
新議員当選者初顔合わせ会

●このほか、新任議員（初当選議員）を対象に、事務説明会や市内施設見学会を行いました。
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新
体
制
が
決
定
し
ま
し
た

■
議
長
就
任
の
挨
拶

　

こ
の
度
、
第
61
代
所
沢
市
議
会
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
所
沢
市
議
会
は
、
日
本
経
済
新
聞
社
に

よ
る
議
会
改
革
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
昨
年
は
全
国
８

位
と
な
る
な
ど
、
一
定
の
議
会
改
革
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
議
会
改
革

の
成
果
が
議
会
の
活
動
に
対
す
る
満
足
度
に
ま
だ
ま

だ
反
映
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
と
、
私
は
認
識
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
実
施
さ
れ
た
住
民
投
票
の
際
に
も
、
議
会

の
努
力
不
足
を
指
摘
す
る
お
声
を
い
く
つ
か
頂
戴

い
た
し
ま
し
た
。
議
会
と
し
て
は
、
請
願
を
採
択
す

る
、
決
議
を
行
う
な
ど
、
出
来
る
限
り
の
努
力
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
か
な
か

ご
満
足
い
た
だ
け
な
か
っ
た
と
い
う
現
実
は
、
率
直

に
、
素
直
に
受
け
止
め
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
議
会
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
責
任
を

果
た
す
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
、
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
け
る
工
夫
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
議
会
報
告
会
だ
け
で
な
く
様
々
な
方
策

で
、
議
会
が
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
受
け
止
め
る

方
策
も
検
討
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ

れ
ま
で
に
な
い
、
様
々
な
試
み
を
通
じ
て
、
よ
り
一

層
、
皆
さ
ま
の
声
が
し
っ
か
り
響
く
議
会
、
議
会
の

活
動
に
対
す
る
満
足
度
が
高
ま
る
議
会
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
議
会
側
だ
け
で
な

く
住
民
の
皆
さ
ま
が
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
ご

参
画
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
ご
理
解
、
ご
協

力
を
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
61
代
議
長

桑く
わ 

畠は
た

　
健け

ん 
也や

至
誠
自
民
ク
ラ
ブ
：
４
期

第
62
代
副
議
長

大お
お 

館だ
ち

　
隆た

か 

行ゆ
き

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会
：
３
期

臨時会×5月19日
　この臨時会では、正副議長選挙のほか、各常任委員会委員、議会運営委員会委員、広聴広報委員会委員の選任など
が行われました。	
　また、監査委員の任期満了に伴い、後任委員の選任の同意を求める議案が市長から提出され、浅野美恵子議員（至
誠自民クラブ、４期）、越阪部征衛議員（自由民主党・無所属の会、５期）の選任に同意しました。さらに、農業委員
会委員の辞任に伴い、矢作いづみ議員（日本共産党、４期）、吉村健一議員（公明党、３期）、中毅志議員（自由民
主党・無所属の会、４期）を委員として推薦しました。	
　市長からは専決処分の承認を求める議案３件が提出され、すべて承認しました。		

議会は市長が日にちを決めて招集します。議会には定例会と臨時会の 2 種類があり、定例会は年４回（3 月、6 月、9 月、12 月）
必ず開かれます。臨時会は必要があるときに開かれます。
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新しい委員会委員が決定しました
? 【委員会】
　議案に対する最終決定となる採決は本会議で行われますが、議案や請願・陳情の審査につ
いてはその数も多く、内容がいろいろな分野に渡り複雑になるため、部門ごとに委員会が設
けられています。
　ここでは、それぞれの委員会の役割とメンバーを紹介します。（名前の後の数字は当選回
数、委員の並びは議席番号順です）
※議長は、議長の権限として地方自治法により委員会での発言が認められていることなどから、所沢
市議会委員会条例第２条第１項（議長は、議会の議決を得て、常任委員とならないことができる旨の規
定）に基づき、常任委員会に所属していません。

総務経済常任委員会

健康福祉常任委員会

・委員会の所管の見直しにより、今年度から産業経済部の所管に関する事項が増えた。人口減少問題や地域
経済活性化などの課題について、他市への視察や有識者を迎えた研修などの開催を目指し、政策提言を示
せればと思う。副委員長と共に委員会を盛り上げていきたい。

・現在、人口減少・少子高齢化等、様々な課題があるなかで当委員会の所管に係る内容も多くある。委員会
として公平公正な審査をするとともに、今後の所沢市を見据えて視察や調査研究等、活発な委員会活動を
行っていく。さらに、副委員長、委員の皆様と共に政策提言の実現に向けても取り組んでいきたい。

市政全般の企画や調整、財務、市税、契約、防災、商業、工業、農業、観光等に関することを審査します。

国民健康保険、福祉、介護、こども、保健、医療等に関することを審査します。

●委員長から一言

●委員長から一言

◎委員長

青
あお

木
き

利
とし

幸
ゆき

②
（自由民主党・
無所属の会）

○副委員長

島
しま

田
だ

一
かず

隆
たか

②
（民主ネット
リベラルの会）

委　員

荒
あら

川
かわ

　広
ひろし

⑨

（日本共産党）

委　員

粕
かす

谷
や

不
ふ

二
じ

夫
お

①
（自由民主党・
無所属の会）

委　員

松
まつ

崎
ざき

智
とも

也
や

②

（維新の党）

委　員

福
ふく

原
はら

浩
ひろ

昭
あき

③

（ 公 明 党 ）

委　員

中
なか

　毅
たけ

志
し

④
（自由民主党・
無所属の会）

委　員

秋
あき

田
た

　孝
たかし

⑤
（ 至 誠 自 民
ク ラ ブ ）

◎委員長

亀
かめ

山
やま

恭
きょう

子
こ

②

（ 公 明 党 ）

○副委員長

矢
や

作
さく

いづみ④

（日本共産党）

委　員

末
すえ

吉
よし

美
み

帆
ほ

子
こ

③
（民主ネット
リベラルの会）

委　員

平
ひら

井
い

明
あけ

美
み

⑧

（日本共産党）

委　員

吉
よし

村
むら

健
けん

一
いち

③

（ 公 明 党 ）

委　員

松
まつ

本
もと

明
あき

信
のぶ

②
（自由民主党・
無所属の会）

委　員

越
お

阪
さか

部
べ

征
せいえ

衛⑤
（自由民主党・
無所属の会）

委　員

中
なか

村
むら

　太
とおる

④
（ 至 誠 自 民
ク ラ ブ ）
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市民文教常任委員会

・当委員会所管の部においては、組織目標として具体的な目標を掲げている部長が多く、具体的な政策が進
むところであり、そういったことも中心に、さまざま調査研究を深めていきたい。

　専門的知見の活用や政策提言も視野に入れた委員会活動を副委員長とともに取り組んでいきたい。

文化芸術、地域づくり、小・中学校の教育、図書館等に関することを審査します。

●委員長から一言

◎委員長

石
いし

本
もと

亮
りょう

三
ぞう

③
（民主ネット
リベラルの会）

○副委員長

植
うえ

竹
たけ

成
なり

年
とし

②

（ 公 明 党 ）

委　員

小
こ

林
ばやし

澄
すみ

子
こ

④

（日本共産党）

委　員

大
おお

石
いし

健
けん

一
いち

③

（自民クラブ）

委　員

石
いし

原
はら

　昂
たかし

①
（自由民主党・
無所属の会）

委　員

入
いり

沢
さわ

　豊
ゆたか

②
（自由民主党・
無所属の会）

委　員

荻
おぎ

野
の

泰
やす

男
お

③
（ 至 誠 自 民
ク ラ ブ ）

委　員

西
にし

沢
ざわ

一
いち

郎
ろう

③

（ 公 明 党 ）

　 建設環境常任委員会

・今までは建設水道常任委員会であったが、環境部門が所管に加わった。
　最終処分場、東西クリーンセンター、所沢駅前開発の問題等、非常に多くの課題があると思うので、副委
員長とともに委員会活動に取り組んでいきたい。

道路、都市計画、再開発、区画整理、公園、上下水道、環境対策、ごみ対策等に関することを審査します。

●委員長から一言

◎委員長

近
こん

藤
どう

哲
てつ

男
お

②
（自由民主党・
無所属の会）

○副委員長

赤
あか

川
がわ

洋
よう

二
じ

④
（民主ネット
リベラルの会）

委　員

城
しろ

下
した

師
のり

子
こ

⑤

（日本共産党）

委　員

谷
たに

口
ぐち

雅
まさ

典
のり

②

（維新の党）

委　員

杉
すぎ

田
た

忠
ただ

彦
ひこ

③
（ 至 誠 自 民
ク ラ ブ ）

委　員

浅
あさ

野
の

美
み

恵
え

子
こ

④
（ 至 誠 自 民
ク ラ ブ ）

委　員

村
むら

上
かみ

　浩
ひろし

④

（ 公 明 党 ）

委　員

大
おお

館
だち

隆
たか

行
ゆき

③
（自由民主党・
無所属の会）

議会運営委員会 広聴広報委員会
議会の運営に関する事項、議会の会議規則、委員会に
関する条例等、議長の諮問に関する事項を調査します。

議会の広聴広報及び議会図書室の運営について協議又
は調整を行います。

◎委 員 長	 福原　浩昭　
○副委員長	 松本　明信
　委　　員	 荒川　　広　		島田　一隆　		小林　澄子
	 石本　亮三　		青木　利幸　		杉田　忠彦
	 西沢　一郎　		越阪部征衛　		中村　　太

◎委 員 長	 荻野　泰男　		
○副委員長	 小林　澄子
　委　　員	 荒川　　広　		末吉美帆子　		松崎　智也
	 赤川　洋二　		植竹　成年　		亀山　恭子
	 石原　　昂　		近藤　哲男　		浅野美恵子
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6? 専決処分…本来、議会の議決を経なければならない案件について、議会の議決を受けずに市長が処理することをいいます。時間的に議会の招集を
待てない緊急の場合などに、市長が専決処分できることとなっていますが、専決処分の後に、議会に報告をし、承認を求める議案の提出が必要です。

◎
平
成
27
年
度
所
沢
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

■
宿
泊
施
設
立
地
可
能
性
調
査
事
業４

０
０
万
円

　

本
市
圏
域
（
本
市
お
よ
び
近
隣
市
町
）
を
対

象
に
宿
泊
施
設
の
立
地
の
可
能
性
に
つ
い
て
調

査
を
実
施
し
、
今
後
の
産
業
・
観
光
施
策
の
方

向
性
や
、
国
が
自
治
体
に
策
定
を
求
め
て
い
る

「
地
方
版
総
合
戦
略
」
に
お
け
る
地
域
活
性
化

策
を
検
討
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
す
る
。

　
　

今
回
、
市
が
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
ど
の

よ
う
な
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

こ
の
調
査
に
よ
り
、
宿
泊
施
設
の
立
地
の

可
能
性
や
、
こ
れ
ま
で
立
地
さ
れ
な
か
っ
た
理

由
、
課
題
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
把
握
す
る
こ

と
で
本
市
に
お
け
る
今
後
の
新
た
な
産
業
施
策

の
立
案
に
役
立
つ
も
の
と
考
え
て
い
る
。

■
市
庁
舎
執
務
室
・
駐
車
場
借
用
事
業１

６
６
万
円

　

市
役
所
本
庁
舎
の
抱
え
る
課
題
で
あ
る
「
事

務
ス
ペ
ー
ス
の
狭
あ
い
と
来
庁
者
駐
車
場
の
慢

性
的
な
渋
滞
」
を
解
消
す
る
た
め
、
隣
接
す
る

Ｎ
Ｔ
Ｔ
所
沢
支
局
の
建
物
お
よ
び
駐
車
場
の
一

部
を
借
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、
多
く
の
方
が

こ
の
地
に
来
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
土
日
・

祝
日
に
駐
車
場
を
開
放
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

土
日
・
祝
日
の
利
用
は
可
能
か
。

　
　

今
回
借
用
す
る
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
当

面
の
間
は
平
日
の
み
の
運
用
を
考
え
て
い
る
が
、

借
用
後
の
駐
車
場
の
状
況
等
を
み
な
が
ら
、
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

▲市役所本庁舎駐車場入口

◎
専
決
処
分
?
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
27
年
度
所
沢
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
）

　

平
成
26
年
度
所
沢
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
に
お
い
て
、
被
保
険
者
数
の
減
少
や
医
療
費

の
伸
び
が
想
定
よ
り
低
く
、
療
養
給
付
費
等
に

係
る
国
庫
負
担
金
や
共
同
事
業
交
付
金
等
が
当

初
見
込
み
に
達
し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
歳

入
不
足
が
生
じ
、
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６

６
条
の
２
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
27
年
度
予

算
を
繰
り
上
げ
て
充
用
す
る
こ
と
に
伴
い
、
補

正
の
必
要
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

＊
専
決
処
分
日　

平
成
27
年
５
月
29
日

　
　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
お
い
て
、
繰

上
充
用
し
た
県
内
他
市
の
事
例
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

　
　

平
成
22
年
度
に
三
郷
市
で
実
施
し
た
事
例

が
あ
る
。
ま
た
、
市
で
は
な
い
が
、
平
成
22
年

度
と
23
年
度
に
寄
居
町
、
平
成
26
年
度
に
鳩
山

町
が
そ
れ
ぞ
れ
繰
上
充
用
を
行
っ
て
い
る
。

◎
平
成
27
年
度
所
沢
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

■
育
児
休
業
復
帰
後
特
別
預
か
り
事
業
費
補
助

金
交
付
事
業

２
３
７
万
７
千
円

　

親
の
育
児
休
業
中
に
民
間
保
育
園
を
退
園
し

た
児
童
が
、
育
児
休
業
復
帰
後
に
定
員
超
過
等

の
理
由
で
元
の
園
に
戻
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

の
対
応
策
と
し
て
、
通
常
保
育
と
は
別
枠
で
預

か
る
事
業
を
実
施
し
、
新
た
な
補
助
制
度
を
開

始
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

育
児
休
業
を
取
得
し
た
家
庭
の
保
育
園
児

が
一
時
退
園
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

今
回
の
制
度
の
厳
格
化
、
こ
れ
を
い
つ
決
定
し

て
、
ど
の
よ
う
な
形
で
当
事
者
に
伝
え
た
の
か
。

市
長
提
出
議
案

総
務
経
済
常
任
委
員
会
　
付
託
議
案

問答

問答
健
康
福
祉
常
任
委
員
会
　
付
託
議
案

問答問

市長提出議案	 専決処分	 ２件
	 補正予算	 ２件
	 条例関係	 ２件
	 そ	の	他	 ８件
議員提出議案	 	 ３件

6月定例会×6月16日〜7月7日

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
対
応
し

た
入
園
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
５
月
に

趣
旨
決
裁
を
と
っ
た
。
園
お
よ
び
保
護
者
へ
の

説
明
は
、
公
立
園
は
平
成
27
年
１
月
22
日
の
園

長
会
で
説
明
し
、
在
園
児
の
保
護
者
に
し
っ
か

り
説
明
を
す
る
よ
う
指
示
を
し
た
。
民
間
園
は
、

平
成
27
年
３
月
５
日
に
説
明
会
を
行
い
、
在
園

児
の
保
護
者
に
説
明
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。
こ

の
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
も
情
報
を
掲
載
し

て
い
る
。

■
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業
（
第
二
所
沢
児

童
ク
ラ
ブ
増
築
工
事
）

７
４
１
万
２
千
円

　

平
成
27
年
４
月
に
補
助
金
の
交
付
基
準
が
、

実
利
用
人
数
か
ら
登
録
人
数
に
変
更
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
整
備
計
画
を
見
直
し
増
築
規
模
を
拡

大
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

大
規
模
児
童
ク
ラ
ブ
も
含
め
て
、
児
童
ク

ラ
ブ
の
整
備
計
画
は
い
つ
ご
ろ
ま
で
に
策
定
す

る
予
定
な
の
か
。

　
　

大
規
模
児
童
ク
ラ
ブ
の
解
消
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
の
進
ん
で
い
る
児
童
ク
ラ
ブ
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
増
築
や
建
て
替
え
な
ど
も
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
現
在
、
各
関
係
課
と
整
備
計

画
に
係
る
方
向
性
を
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
一
定
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
今
年
度
中

に
示
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
平
成
27
年
度
所
沢
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

■
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業

１
億
７
，０
９
１
万
６
千
円

　

「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
」

（
番
号
法
）
が
平
成
27
年
10
月
５
日
に
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
同
法
施
行
日
以
降
、
全
市

民
に
通
知
カ
ー
ド
が
送
付
さ
れ
個
人
番
号
が
通

知
さ
れ
る
と
と
も
に
、
申
請
の
あ
っ
た
市
民
に

対
し
、
平
成
28
年
１
月
以
降
に
個
人
番
号
カ
ー

ド
を
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

市
町
村
に
よ
る
付
加
サ
ー
ビ
ス
が
期
待
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
も
の
が
想
定
さ
れ
る
の
か
。

　
　

カ
ー
ド
が
持
つ
追
加
的
な
情
報
連
携
の
仕

組
み
や
本
人
証
明
と
い
う
機
能
が
当
然
あ
る
た

め
、
身
近
な
利
用
と
い
う
例
で
あ
れ
ば
、
図
書

館
や
施
設
利
用
カ
ー
ド
な
ど
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。

■
防
音
校
舎
改
修
事
業

３
９
０
万
円

　

狭
山
ケ
丘
中
学
校
に
防
衛
省
の
補
助
金
を
活

用
し
復
温
除
湿
工
事
?
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

狭
山
ケ
丘
中
学
校
に
つ
い
て
は
平
成
22
年
度
に

設
計
を
行
っ
た
が
、
そ
の
後
防
衛
省
に
お
い
て

防
音
工
事
に
関
す
る
仕
様
変
更
が
あ
っ
た
こ
と

を
受
け
、
設
計
図
面
の
他
、
設
計
上
の
数
量
や

単
価
等
の
見
直
し
を
行
う
。
な
お
、
こ
の
設
計

に
基
づ
き
、
平
成
28
年
度
・
29
年
度
の
２
年
に

分
け
て
工
事
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　

一
度
補
助
金
を
断
っ
た
た
め
、
防
衛
省
は

簡
単
に
補
助
金
申
請
を
認
め
な
い
の
で
は
と
い

う
懸
念
が
あ
る
が
、
ど
う
な
の
か
。

　
　

補
助
金
申
請
を
取
り
下
げ
た
こ
と
に
対
す

る
影
響
は
な
か
っ
た
。
今
後
も
防
衛
省
と
十
分

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
補
助
金
確
定
に
向
け
て

事
務
を
進
め
て
い
く
。

◎
平
成
27
年
度
所
沢
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

■
北
野
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
用
地
取
得
事

業

２
，８
１
６
万
円

　

北
野
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
用
地
と
し
て

長
期
に
わ
た
り
賃
貸
借
し
て
い
る
土
地
の
う
ち
、

２
名
の
地
権
者
か
ら
用
地
売
り
渡
し
に
応
じ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
用
地
の
購
入
を
行
う

も
の
で
あ
る
。

　
　

今
後
の
取
得
の
見
込
み
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　
　

残
り
１
名
の
地
権
者
に
つ
い
て
は
、
平
成

24
年
の
秋
か
ら
12
回
に
わ
た
り
、
用
地
の
売
り

払
い
に
応
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
て

い
る
が
、
地
権
者
の
方
の
事
情
も
あ
り
、
な
か

な
か
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

引
き
続
き
、
粘
り
強
く
交
渉
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
所
沢
都
市
計
画
事
業
所
沢
駅
西
口
土
地
区
画

整
理
事
業
施
行
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

土
地
区
画
整
理
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
市

が
施
行
す
る
所
沢
駅
西
口
地
区
の
土
地
区
画

整
理
事
業
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、

新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

市
が
施
行
者
と
な
っ
て
行
う
場
合
、
条
例

で
定
め
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
も

し
条
例
を
制
定
し
な
い
と
、
そ
も
そ
も
手
続
上
、

県
の
事
業
認
可
を
得
て
そ
の
先
の
事
業
に
進
む

こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。

　
　

市
が
土
地
区
画
整
理
事
業
を
施
行
す
る
場

合
、
土
地
区
画
整
理
法
に
基
づ
き
市
の
条
例
で

施
行
規
則
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。
条
例
制
定
後
に
、
事
業
計
画
に
定
め

る
設
計
の
概
要
に
つ
い
て
は
県
知
事
の
許
可
を

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
、
具
体
的
に
事

業
が
進
む
こ
と
に
な
る
。

◎
市
道
路
線
の
認
定　
　

10
路
線

◎
市
道
路
線
の
廃
止　
　

３
路
線

答問答
市
民
文
教
常
任
委
員
会
　
付
託
議
案

問答問答

建
設
環
境
常
任
委
員
会
　
付
託
議
案

問答

問答　

６
月
16
日

本
会
議	• 

提
案
理
由
の
説
明
・ 

議
案
説
明

　

６
月
18
日

本
会
議	•

議
案
質
疑

　

６
月
19
日

委
員
会	• 

四
常
任
委
員
会
並
行
審
査

　

６
月
23
・
24
・
25
・
26
・
29
日

	

本
会
議	• 

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

　

７
月
６
日

本
会
議	• 

常
任
委
員
長
報
告
・
質
疑

　

７
月
７
日

本
会
議	• 

討
論
・
採
決

	
• 

議
員
提
出
議
案
の
上
程
・
採
決

６
月
定
例
会
の
動
き

? 復温除湿工事…復温工事（暖房設備工事）と除湿工事（冷房設備工事）を合わせて整備すること
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議
員
提
出
議
案

　

議
員
か
ら
は
、
「
所
沢
市
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
改
正
」
、
「
議
会
基
本
条
例
改
定
に
関

す
る
特
別
委
員
会
の
設
置
」
、
「
地
方
単
独
事

業
に
係
る
国
保
の
減
額
調
整
措
置
の
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書
?
に
つ
い
て
」
の
議
案
が
提
出

さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

「
地
方
単
独
事
業
に
係
る
国
保
の
減
額
調
整

措
置
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
」概
要

　

今
国
会
に
お
い
て
、
「
持
続
可
能
な
医

療
保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
国
民
健

康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

が
成
立
し
、
国
保
の
財
政
基
盤
の
強
化
や

都
道
府
県
に
よ
る
財
政
運
営
に
向
け
て
、

具
体
的
な
改
革
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。

　

国
保
改
革
に
当
た
っ
て
は
、
国
と
地
方

の
協
議
に
よ
り
、
地
方
単
独
事
業
に
係
る

国
庫
負
担
調
整
措
置
の
見
直
し
な
ど
が
、

今
後
の
検
討
課
題
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
全
国
の
自
治
体
で
は
地
方
創
生

の
観
点
か
ら
、
人
口
減
少
問
題
に
真
正
面

か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

単
独
事
業
と
し
て
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成

制
度
の
拡
充
な
ど
に
取
り
組
む
事
例
が
多

く
み
ら
れ
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
対

象
年
齢
の
引
き
上
げ
な
ど
の
事
業
内
容
の

拡
充
に
取
り
組
む
自
治
体
も
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
全
て
の
自
治

体
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
乳
幼
児
医
療
の

助
成
制
度
な
ど
単
独
の
医
療
費
助
成
制
度

に
対
す
る
国
の
減
額
調
整
措
置
に
つ
い
て
、

地
方
単
独
事
業
に
よ
る
子
ど
も
等
に
係
る

医
療
費
助
成
と
国
保
の
国
庫
負
担
の
減
額

調
整
措
置
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
早
急
に

検
討
の
場
を
設
け
結
論
を
出
す
こ
と
、
検

討
に
当
た
っ
て
は
子
育
て
支
援
、
地
方
創

生
、
地
域
包
括
ケ
ア
等
の
幅
広
い
観
点
か

ら
、
子
ど
も
等
に
係
る
医
療
の
支
援
策
を

総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る

も
の
で
す
。

議会基本条例改定に関する
特別委員会
議会基本条例改定に関する調査・研究を行います。

◎委 員 長	 西沢　一郎
○副委員長	 入沢　　豊
　委　　員	 矢作いづみ	 赤川　洋二
	 石原　　昂	 荻野　泰男

会議録の検索と閲覧ができます
　本会議の会議録は、市議会ホームページのトッ
プページ「会議録検索」をクリックしてご覧くだ
さい。（６月定例会の会議録は８月下旬掲載予定
です）
　委員会の会議録および視察概要は、市議会ホー
ムページの「委員会の活動」でご覧になれます。

　平成 27年 9月定例会の放送から、パソコン版
に加えて、スマートフォンやタブレット端末から
でもインターネット議会中継（生中継・録画中継）
が視聴できるようになります。
　また、従来と比べ、より幅広い動作環境に対応
する予定です。

SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）
を使って議会の日程やイベント情報等を発信して
います。

ツイッター：https://twitter.com/tokoroshigikai
フェイスブック：
https://www.facebook.com/tokoroshigikai

　新聞を購読されていない方には、郵送での送付
も行っています。
　また、視力障害のある方には「声の議会報（デ
イジーＣＤ）と「点字版議会報」もご用意してい
ます。
　希望される方がいらっしゃいましたら、
議会事務局までご連絡ください。

所沢市議会だよりは
新聞折込みでお届けしています

市議会の情報を
随時発信しています

? 意見書…地方公共団体の公益に関することに関して、国など関係機関に要請するため、地方自治法第 99 条に基づき、市議会の意思
を決定し、表明したものです。具体的には、議員が発案して本会議にはかり、議長名等で関係機関に提出します。

インターネット中継が
スマホやタブレットでも
見られるようになります
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議案
番号

議　案　件　名
付　託
委員会

自由民主党・無所属の会 公明党 至誠自民クラブ 日本共産党 民主ネット	
リベラルの会

維新
の党

自
民
ク
ラ
ブ
結　果粕

谷
不
二
夫

青
木　

利
幸

石
原　
　

昂

入
沢　
　

豊

近
藤　

哲
男

中　
　

毅
志

大
館　

隆
行

松
本　

明
信

越
阪
部
征
衛

福
原　

浩
昭

植
竹　

成
年

亀
山　

恭
子

吉
村　

健
一

西
沢　

一
郎

村
上　
　

浩

荻
野　

泰
男

杉
田　

忠
彦

浅
野
美
恵
子

桑
畠　

健
也

中
村　
　

太

秋
田　
　

孝

矢
作
い
づ
み

荒
川　
　

広

城
下　

師
子

小
林　

澄
子

平
井　

明
美

島
田　

一
隆

末
吉
美
帆
子

石
本　

亮
三

赤
川　

洋
二

松
崎　

智
也

谷
口　

雅
典

大
石　

健
一

第 63号 平成27年度所沢市一般会計補正予算（第4号）

総務経済
健康福祉
市民文教
建設環境

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ 議　
　

長

○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第 65号
所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理事
業施行に関する条例制定について

建設環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

本会議において賛否が分かれた審議結果　[平成27年第2回定例会]

※掲載されていない議案は全会一致で可決しました。議員提出議案（3件）を含む全審議結果（17 件）は市議会ホームページ「議会の審議情報」をご覧ください。

○：賛成　×：反対

議案に賛成・反対します討
論

平成 27年度所沢市一般会計補正予算（第４号）

【個人番号カード交付事業】
●個人番号制度は、住民登録している全ての人に
12桁の番号を付け、個人情報を国が一元的に収

集、利用しようとするものである。最大の目的は、公正
な負担の給付と負担の確保の名のもとに、国が監視と管
理を強め、所得だけではなく、税金や社会保険料の確実
な徴収と社会保障の給付へのチェックがある。最近で
は、日本年金機構の個人情報の流出など、政府官庁のず
さんな個人情報の管理へ不安が広がっている。国民の情
報を全て把握する狙いが一目瞭然であり反対する。
【育児休業復帰後特別預かり事業費補助金交付事業】
●第2子以降の出産に伴う在園児の、3歳未満児は一旦退
園させる方針を市が決定したことによる対応策である。
今までは、退園か継続するかについては施設長が判断し
ていたものを、4月1日より市が判断することになったこ
とで、保護者の不安と怒りを買い、訴訟問題まで発展
し、全国ネットで報道されている。このような重大なこ
とが子ども・子育て会議の議論もなく、市の判断のみで
進められたことは残念である。待機児解消というなら、
公立など認可園への定員120％枠を使えば、育休退園など
させなくても解消できるのではないか。これまでどお
り、継続するか否かは保護者の判断に任せるべきであ
り、これを前提とした育児休業復帰後特別預かり事業に
は賛成できない。

【個人番号カード交付事業】
●個人番号制度は、社会保障制度と税制度の効率
性、透明性を高め、利便性の高い、公平公正な社

会を実現する基盤となるものと理解している。個人情報
に関して言えば、分散管理が行われ、国の機関が一元管
理するということではない。また、外部からの不正な攻
撃や個人情報の漏洩などに対応するセキュリティ対策
は、国において十分確保されている。
【育児休業復帰後特別預かり事業費補助金交付事業】
●育児休業中に上の子が一時的に退園となることをお願
いすることには、待機児童対策の目的として一定の効果
があり同意をする。保育園に戻れる保証を対外的に発信
すること、早めに告知すること、以上2点を踏まえ、子ど
も・子育て新制度の子どもの最善の利益に向けて、今後
の更なる施策の充実と広報活動の充実を要望する。
●市長の育児に対する考えに賛同するのではなく、今回
の件で、不安を抱くご家庭の立場に立ち、復職時に再び
同じ園に戻れる点、兄弟同じ園に戻れる点など、育児休
業を取得する上での不安解消につながると判断し、賛成
する。
●育児休業中の退園の仕組みについては、園長から市の
判断にシステムが変わったのである。本事業は、一旦休
園する児童の保護者が一番心配する復園する際の確保策
として万全を期すための事業であると大いに評価する。

所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理事業施行に関する条例制定について

●所沢駅西口地区の街づくり事業に議会として関
わることができるのがこの条例と今後の関連予算
のみとなる。問題は、事業計画案に示された保留

地予定地割合がその51.55％と非常に少なく、しかも、土
地の用途地域が商業地域に変更されるにもかかわらず、
整理後の1㎡あたりの予定価格が1.67倍と低いことであ
る。また、事業費のうち、国の社会資本整備交付金や県
の補助金に対する担保性などの懸念も浮き彫りになって
いる。さらに、開発用地の約65％を保有する西武鉄道株
式会社に対し、整備後に転売をしないとした担保がない
という指摘に市は今後の検討としている。当市の表玄関
であり、多額の市税を投入する事業であれば、事前に市
と西武鉄道株式会社が内容を協議し、議会に提供するべ
きではなかったのではないか。

●所沢駅西口地区の街づくり事業は、第5次所沢市
総合計画や所沢市街づくり基本方針において、事
業の推進が位置づけられている。平成26年7月に、

土地区画整理事業の施行区域の都市計画決定がされた。
この所沢駅西口土地区画整理事業は、所沢市の発展に必
要不可欠な重要な事業である。地元地権者をはじめ関係
者からも早期の事業着手を望む声が上がっている。本議
案は市が具体的にこの事業を進めるにあたり、その前提
になる必要な事項を定める条例制定であるため、賛成す
る。

※討論は一部の要旨を掲載しています。閉会中もインターネットで録画中継が視聴できますので、ぜひご利用ください。
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一般質問
ここが気になる

6月定例会では、26人の議員が
一般質問を行いました。

ＩＣＴ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
に
つ
い
て

至誠自民
クラブ

質 問 者

秋田　　孝
	 議員

　

文
部
科
学
省
で
は
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
の
推
進

に
向
け
て
有
識
者
会
議

を
設
け
て
教
科
書
の
検

定
制
度
や
供
給
方
法
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
、
平
成
28
年
の
秋
ご
ろ
ま
で
に
導
入
に
向
け

た
結
論
を
出
し
て
い
く
と
い
っ
た
報
道
が
あ
っ

た
。
今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
や
活
用
に
つ

い
て
当
市
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

学
校
教
育
部
長　

現
在
、
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は

教
職
員
の
研
修
を
進
め
て
い
る
。
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
体
験
的
な
学
習
や
、
読
書
活
動
を

通
じ
た
心
の
教
育
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
学
校
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
機
器

の
導
入
や
環
境
整
備
を
計
画
的
に
行
い
、
子
ど

も
た
ち
や
教
職
員
が
よ
り
効
果
的
に
活
用
で
き

る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
研
修
会
を
充
実
さ

せ
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲
の
向
上
、
質
の

高
い
授
業
の
充
実
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

福　祉

障
害
者
差
別
を
な
く
す

条
例
の
制
定
を

民主ネット
リベラルの会

質 問 者

末吉美帆子
	 議員

　

千
葉
県
で
平
成
18
年

に
作
ら
れ
た
日
本
初
の

障
害
者
差
別
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て
伺
っ
た

と
こ
ろ
、
障
害
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
暮
ら
し

や
す
い
共
生
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、
条
例
が

心
強
い
武
器
で
あ
り
規
範
で
あ
る
と
改
め
て
感

じ
た
。
障
害
者
の
方
か
ら
も
条
例
制
定
を
望
む

声
が
あ
る
が
、
障
害
者
差
別
や
条
例
制
定
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

市
長　

当
市
の
障
害
者
施
策
は
他
市
に
比
べ

て
手
厚
い
と
感
じ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
精
神
障

害
者
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
事
業
の
ほ
か
、
（
仮

称
）
所
沢
市
こ
ど
も
と
福
祉
の
未
来
館
で
の
福

祉
の
相
談
窓
口
や
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開

設
、
ま
た
、
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
内
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
専
用

総
合
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
の
早
期
建
設
を
文
部

科
学
大
臣
へ
要
請
し
た
。
来
年
４
月
か
ら
障
害

者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ま

ず
は
法
の
趣
旨
や
目
的
を
理
解
し
、
普
及
啓
発

に
努
め
、
そ
し
て
法
を
補
完
す
る
条
例
の
必
要

性
に
つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
担
当
に
指
示
を
出

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

行　政

フ
ァ
ミ
リ
ー
世
代
を
呼
び
込
む

取
り
組
み
に
つ
い
て

自由民主党・
無所属の会

質 問 者

石原　　昂
	 議員

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
の

活
性
化
に
は
、
人
口
流

入
を
促
す
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、

い
わ
ば
フ
ァ
ミ
リ
ー
世
代
を
呼
び
込
む
こ
と
に

大
き
な
可
能
性
が
期
待
で
き
る
。
こ
う
い
っ
た

世
代
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
施
策
の
内
容
を
考
え
る
に
当
た
り
、
市
民

ニ
ー
ズ
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
の
か
。
ま
た

魅
力
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
方
法
を

考
え
て
い
る
か
。

経
営
企
画
部
長　

本
市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び

総
合
戦
略
策
定
に
当
た
り
、
住
み
や
す
さ
や
愛

着
等
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
市
民

意
識
調
査
の
結
果
等
を
参
考
に
分
析
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
本
市
の
魅
力
を
市
外
へ
Ｐ
Ｒ
す

る
方
法
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

周
知
や
、
移
住
ナ
ビ
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
広

く
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
株

式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
と
の
つ
な
が
り
の

中
で
も
、
本
市
の
魅
力
発
信
に
つ
い
て
意
見
交

換
す
る
機
会
を
持
っ
て
い
き
た
い
。

街づくり

歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化に

つ
い
て

民主ネット
リベラルの会

質 問 者

島田　一隆
	 議員

　

歩
道
に
段
差
が
あ
る

と
車
い
す
の
方
や
、
シ

ル
バ
ー
カ
ー
を
押
さ
れ

て
い
る
方
に
と
っ
て
は

大
変
な
障
壁
と
な
る
。
市
内
で
も
一
部
段
差
を

埋
め
て
い
る
と
こ
ろ
は
見
受
け
ら
れ
る
が
、
時

間
の
経
過
と
と
も
に
、
埋
め
た
と
こ
ろ
の
割
れ

が
目
立
つ
と
い
う
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
る
。

歩
道
の
段
差
解
消
に
つ
い
て
、
今
後
の
市
の
方

針
を
伺
い
た
い
。

建
設
部
長　

歩
道
の
段
差
や
急
勾
配
等
は
、
車

い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
通
行
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
車
道
舗
装
の
修
繕
に
合
わ

せ
た
車
道
の
高
さ
調
整
や
、
部
分
的
な
歩
道
の

修
繕
に
よ
り
解
消
を
行
っ
て
き
た
が
、
以
前
に

修
繕
を
行
っ
た
箇
所
の
経
年
劣
化
に
よ
る
破
損

も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
建
設
部
内
７
課

が
連
携
し
て
行
う
舗
装
の
破
損
等
を
発
見
す
る

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
に
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
視

点
も
含
め
た
道
路
の
点
検
を
行
い
、
改
善
や
修

繕
に
努
め
て
い
く
。

こども

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

３
桁
化
の
広
報
に
つ
い
て

至誠自民
クラブ

質 問 者

浅野美恵子
	 議員

　

こ
れ
ま
で
児
童
相
談

所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

に
つ
い
て
は
、
10
桁
の

番
号
で
あ
っ
た
が
、
７

月
１
日
か
ら
新
し
く
３
桁
の
１
８
９
「
い
ち
は

や
く
」
と
い
う
番
号
と
な
る
。
地
域
の
民
生
・

児
童
委
員
の
方
た
ち
も
、
こ
の
問
題
に
関
し
て

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
が
、
市

民
の
方
に
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
く
の
か
。

こ
ど
も
未
来
部
長　

消
防
や
警
察
の
番
号
と

同
様
に
、
３
桁
の
番
号
に
す
る
こ
と
で
、
児
童

虐
待
に
つ
い
て
児
童
相
談
所
に
連
絡
し
や
す
く

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
厚
生
労
働
省
か
ら
送
付

さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
公
共
施

質問は各議員の多くの質問項目中、１項目だけが掲載されています。すべての質問項目は市議会ＨＰでご覧いただけます。
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設
、
保
育
園
、
小
・
中
学
校
、
児
童
館
の
ほ
か
、

医
療
機
関
に
も
掲
示
を
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、

７
月
１
日
に
合
わ
せ
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ほ
っ
と
メ
ー
ル
等
を
活
用
す
る
ほ
か
、
11
月
に

は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
に
合
わ
せ
て
広
報

と
こ
ろ
ざ
わ
で
も
周
知
し
て
い
き
た
い
。

財　政

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
条
例
、

ス
ポ
ー
ツ
基
金
に
つ
い
て

自民クラブ

質 問 者

大石　健一
	 議員

　

所
沢
市
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
条
例
で
は
、
寄

附
金
を
財
源
と
し
て
実

施
す
る
事
業
の
中
に
ス

ポ
ー
ツ
と
い
う
分
野
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
?
。

例
え
ば
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
関
し
、
選
手

と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
る
、
始
球
式
が
で

き
る
、
オ
ー
ナ
ー
ズ
ル
ー
ム
で
試
合
観
戦
が
で

き
る
な
ど
、
フ
ァ
ン
に
魅
力
が
あ
る
体
験
型
権

利
を
特
典
に
で
き
れ
ば
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上

げ
ら
れ
る
と
思
う
。
条
例
改
正
を
し
て
ス
ポ
ー

ツ
事
業
も
明
記
し
、
ス
ポ
ー
ツ
基
金
を
創
設
す

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

財
務
部
長　

寄
附
金
の
使
い
道
に
ス
ポ
ー
ツ
を

加
え
る
こ
と
は
当
市
の
特
性
を
活
か
す
意
味
で

も
有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
が
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
主
旨
に
合
致
す
る
事
業
は
、
福
祉
や
産
業
振

興
な
ど
、
他
に
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
総
合
的

に
検
討
し
た
い
。
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
基
金
を
新
た

に
立
ち
上
げ
る
よ
り
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
中

で
積
み
立
て
る
方
が
わ
か
り
や
す
い
面
も
あ
る

か
と
思
う
。
当
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ふ
る
さ
と
納

税
の
あ
り
方
を
、
議
員
提
案
の
内
容
も
踏
ま
え

検
討
し
て
い
き
た
い
。

行　政

こ
れ
か
ら
の
空
き
家
対
策に

つ
い
て

公明党

質 問 者

西沢　一郎
	 議員

　

空
家
等
の
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
が
施
行
さ
れ
た
。
空

き
家
の
調
査
に
つ
い
て

は
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
と
は
思
う
が
、

周
囲
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
よ
う
な
特
定
空

家
に
し
な
い
よ
う
な
対
策
も
大
事
で
あ
る
。
市

内
の
民
間
事
業
者
の
中
に
も
こ
う
い
っ
た
物
件

を
対
象
に
管
理
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
と
思
う
が
、
持
ち
主
の
方
に
積
極
的

に
情
報
伝
達
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
。

危
機
管
理
監　

市
に
お
い
て
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
会
議
や
出
前
講
座
な
ど
の
機
会
を

通
じ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
空
き
家
管

理
業
者
等
の
情
報
提
供
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
た
空
き

家
の
所
有
者
に
対
し
、
空
き
家
管
理
業
者
等
の

紹
介
を
す
る
場
合
も
あ
る
。

スポーツ

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
に
つ
い
て

至誠自民
クラブ

質 問 者

杉田　忠彦
	 議員

　

キ
ャ
ン
プ
地
の
誘
致

に
つ
い
て
、
東
京
都
清

瀬
市
で
は
３
面
あ
る
人

工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
を
練

習
会
場
と
し
て
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
当
市
で
は
市
民
体
育
館
や
、
国
立
障
害
者

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
等
の
す
ぐ
れ

た
施
設
が
あ
る
た
め
、
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
使

っ
て
も
ら
う
こ
と
は
十
分
可
能
性
が
あ
る
。
実

現
す
れ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
意
識
向
上
や

経
済
効
果
は
は
か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

経
営
企
画
部
長　

キ
ャ
ン
プ
地
の
候
補
と
し
て

受
け
入
れ
を
希
望
す
る
施
設
と
し
て
、
市
民
体

育
館
、
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
、
早
稲
田
大
学
所
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
３

施
設
に
つ
い
て
、
４
月
に
意
思
表
明
書
を
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

組
織
委
員
会
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

う
し
た
市
内
の
す
ぐ
れ
た
各
施
設
と
も
協
力
連

携
を
強
化
し
、
招
致
を
進
め
て
い
き
た
い
。

街づくり

ヤ
オ
コ
ー
東
所
沢
店
南
西
側

交
差
点
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

至誠自民
クラブ

質 問 者

中村　　太
	 議員

　

市
道
２
－
９
９
３
号

線
と
、
市
道
２
－
９
６

６
号
線
の
交
差
す
る
交

差
点
（
東
所
沢
和
田
３

丁
目
）
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
既
に
横
断
歩

道
の
設
置
、
路
面
の
カ
ラ
ー
化
が
施
さ
れ
て
い

る
が
、
さ
ら
な
る
安
全
対
策
を
求
め
る
声
が
、

今
ま
で
に
も
増
し
て
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
地

元
の
声
も
改
め
て
聞
い
て
い
た
だ
き
、
何
ら
か

の
対
策
、
対
応
を
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

建
設
部
長　

道
路
に
お
け
る
歩
行
空
間
の
表

示
や
、
交
差
点
に
お
け
る
視
界
確
保
等
安
全
対

策
に
つ
い
て
は
、
区
画
線
の
新
規
表
示
、
表
示

が
薄
く
な
っ
て
い
る
箇
所
の
再
表
示
を
実
施
し

て
い
く
ほ
か
、
交
差
点
付
近
の
見
通
し
が
悪
い

と
い
う
状
況
に
つ
い
て
は
、
植
樹
の
剪
定
や
枝

切
り
、
植
樹
帯
の
一
部
撤
去
を
含
め
た
改
良
を

行
い
、
視
認
性
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

こ
う
し
た
こ
と
を
行
う
際
に
は
、
地
域
の
自
治

会
長
に
話
を
し
た
上
で
行
う
の
で
、
そ
の
際
に

要
望
等
を
お
聞
き
し
、
市
で
で
き
る
こ
と
は
し

て
い
き
た
い
。

▲ヤオコー東所沢店
　南西側交差点

環　境

ご
み
減
量
と
処
理
計
画
に
つ
い
て

日本共産党

質 問 者

矢作いづみ
	 議員

　

当
市
の
清
掃
事
業
概

要
に
は
、
市
民
１
人
の

１
日
当
た
り
の
ご
み
排

出
量
が
載
っ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
中
に
は
、
ご
み
収
集
所
で
分
別
回

収
し
て
資
源
化
さ
れ
た
ご
み
が
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
市
民
が
資
源
化
に
努
力
を
し
て
も
、
減

量
が
目
に
見
え
る
形
に
な
ら
な
い
。
収
集
に
よ

る
分
別
資
源
化
の
数
字
は
、
何
ら
か
の
形
で
わ

か
る
よ
う
に
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

見
解
は
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長　

ご
み
の
減
量
、
資
源
化

に
つ
い
て
は
市
民
の
皆
さ
ま
の
努
力
に
よ
っ
て

推
進
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
努
力
が
目
に
見
え
る

よ
う
な
数
値
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
十
分
認
識

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
改
定
作
業
を
行

っ
て
い
る
所
沢
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

に
お
い
て
、
参
考
と
な
る
数
字
を
記
載
す
る
予

定
で
事
務
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

? 所沢市ふるさと応援寄附条例で寄附金を財源として実施する事業は、「緑の保全及び緑化の推進」「未来を担う子どもたちのため」「コ
ミュニティ活動の推進」「安全で安心なまちづくり」「文化および芸術の振興」と定められています。
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上下水道

上
下
水
道
部
旧
庁
舎
の

活
用
に
つ
い
て

公明党

質 問 者

村上　　浩
	 議員

　

上
下
水
道
部
旧
庁
舎

に
つ
い
て
は
、
事
業
用

不
動
産
?
で
あ
る
た
め
、

活
用
に
つ
い
て
は
な
か

な
か
難
し
い
面
も
あ
る
か
と
思
う
が
、
平
成
24

年
の
決
算
特
別
委
員
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
現
在
は
災
害
、
修
繕
用
給
排
水
材
の
備

蓄
倉
庫
や
、
交
換
用
の
量
水
器
の
保
管
庫
等
に

活
用
し
て
い
る
が
、
今
後
の
利
用
方
法
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

上
下
水
道
事
業
管
理
者　

新
し
い
庁
舎
と
近

接
し
て
い
る
と
い
う
利
便
性
か
ら
、
貴
重
な
資

産
と
捉
え
て
お
り
有
効
活
用
に
努
め
て
い
る
が
、

一
方
で
高
い
経
済
的
価
値
を
有
す
る
こ
と
も
認

識
し
て
い
る
。
今
後
は
こ
の
点
に
着
目
し
た
活

用
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
時
期
に
き
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
部
内
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
て
検
討
を
進
め
て
い
た

が
、
改
め
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
検
討
す
る

よ
う
、
指
示
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

文化芸術

文
化
芸
術
の
振
興
に
つ
い
て

至誠自民
クラブ

質 問 者

荻野　泰男
	 議員

　

平
成
27
年
度
の
市
民

部
の
組
織
目
標
の
中
に
、

文
化
芸
術
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
名
称
に
芸
術
と
い
う
言
葉
が
含
ま
れ
て

い
る
教
育
機
関
が
２
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

芸
術
に
つ
い
て
は
所
沢
ブ
ラ
ン
ド
に
な
り
得
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
今
回
の
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
に
当
た
り
、
教
育
機
関
と
の
連
携
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
民
部
長　

日
本
大
学
芸
術
学
部
及
び
埼
玉
県

立
芸
術
総
合
高
校
と
い
う
文
化
芸
術
を
主
た
る

活
動
と
す
る
教
育
機
関
が
２
つ
あ
り
、
そ
の
点

で
は
大
変
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
。
策
定
に
際

し
て
は
、
首
都
圏
有
数
の
郊
外
型
都
市
で
あ
る

と
同
時
に
文
教
都
市
で
も
あ
る
ふ
る
さ
と
所
沢

の
立
地
条
件
を
最
大
限
に
活
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
教
育
機
関
と
も
積
極
的
に
連
携
し
、
そ
の
専

門
知
識
を
活
か
せ
る
よ
う
な
、
本
市
な
ら
で
は

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

ＩＣＴ

市
民
向
け
ア
プ
リ
の
作
成
に
つ
い
て

維新の党

質 問 者

松崎　智也
	 議員

　

道
路
に
穴
が
あ
い
て

い
る
場
合
に
、
写
真
や

位
置
デ
ー
タ
を
使
い
行

政
に
伝
達
す
る
ア
プ
リ

を
他
市
で
導
入
し
た
事
例
が
あ
る
が
、
長
期
的

視
点
と
し
て
、
市
民
と
行
政
の
間
を
つ
な
ぐ
ア

プ
リ
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
さ
ま

ざ
ま
な
市
民
ニ
ー
ズ
を
受
け
、
ア
プ
リ
１
つ
で

所
沢
市
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
、
市
民
向

け
の
総
合
ア
プ
リ
を
今
後
持
つ
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

経
営
企
画
部
長　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に

伴
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
リ
が
登
場
し
て
い
る
。

当
市
で
も
「
ｉ
広
報
紙
」
、
所
沢
市
ご
み
分
別

ア
プ
リ
「
わ
け
ト
コ
っ
！
」
が
あ
る
が
、
ア
プ

リ
は
幅
広
い
分
野
で
の
活
用
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
今
後
も
増
え
続
け
て
い
く
と
考
え
る
。
こ

う
し
た
状
況
に
な
る
と
、
利
便
性
の
向
上
の
観

点
か
ら
、
市
民
向
け
の
総
合
ア
プ
リ
の
必
要
性

が
生
じ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
今
後
も

情
報
収
集
に
努
め
、
長
期
的
な
視
点
で
調
査
研

究
を
し
て
い
き
た
い
。

街づくり

西
所
沢
駅
西
口
改
札
口

開
設
に
つ
い
て

自由民主党・
無所属の会

質 問 者

入沢　　豊
	 議員

　

西
所
沢
駅
西
口
改
札

口
に
つ
い
て
は
、
３
月

議
会
で
不
動
産
鑑
定
、

測
量
の
予
算
が
計
上
さ

れ
、
実
現
に
向
け
動
き
出
し
て
い
る
。
６
月
に

は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
27
人
の

方
か
ら
ご
意
見
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
受
け
て
今
後
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く

の
か
。

市
民
部
長　

ま
ず
は
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
と

市
の
考
え
方
を
整
理
す
る
こ
と
と
な
る
。
今
回

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
通
じ
て
、
関
係
者

か
ら
お
お
む
ね
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、
修
正
の

必
要
が
な
い
と
い
う
判
断
に
な
れ
ば
、
で
き
る

だ
け
早
い
段
階
で
、
今
後
想
定
さ
れ
る
用
地
等

に
対
し
、
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
測
量
調
査

等
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

▲西所沢駅

福　祉

精
神
障
害
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

日本共産党

質 問 者

城下　師子
	 議員

　

第
３
次
所
沢
市
障
害

者
支
援
計
画
の
中
で
、

精
神
障
害
者
の
方
の
増

加
率
が
大
き
い
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。
精
神
障
害
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
は
、
泉
町
に
１
カ
所
、
４
床
し
か
な
い
。

ぜ
ひ
生
活
支
援
と
い
う
視
点
で
、
数
値
目
標
を

き
ち
ん
と
持
ち
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
設
置
で

き
る
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

健
康
推
進
部
長　

精
神
障
害
者
の
ご
家
族
に

は
高
齢
の
方
も
お
り
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
重

要
な
施
設
だ
と
考
え
る
。
障
害
の
あ
る
方
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き
と
生
活
を
お
く
る

た
め
に
は
、
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
計
画
の
中
で
も
重
点
テ
ー
マ
と
し

て
い
る
た
め
、
今
後
法
人
か
ら
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
設
置
の
お
話
が
あ
っ
た
場
合
は
積
極
的
に
相

談
に
応
じ
、
ま
た
福
祉
部
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

精
神
障
害
者
の
地
域
生
活
支
援
の
場
の
充
実
に

努
め
て
い
き
た
い
。

こども

所
沢
の
家
族
・
家
庭
に
つ
い
て

自由民主党・
無所属の会

質 問 者

越阪部征衛
	 議員

　

近
年
日
本
で
は
核
家

族
化
が
進
み
、
世
代
間

の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
。
家
庭

は
子
ど
も
に
と
っ
て
最
初
の
世
間
で
あ
り
、
10

歳
ま
で
の
教
育
は
そ
の
子
の
一
生
を
左
右
す
る

大
切
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
高
齢
者
に
よ

? 事業用不動産 ･･･ 収益を得ることを目的に所有・利用される不動産。原則として目的外の使用は禁止されているが、事業の用途や目
的を妨げない範囲において、例外的に利活用は可能。また事業用としての用途が廃止になった場合は普通財産として処分も可能。
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る
教
育
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
老
人
施
設
と
保
育
園

や
幼
稚
園
の
併
設
と
い
っ
た
取
り
組
み
が
で
き

な
い
か
伺
い
た
い
。

副
市
長　

市
内
の
小
・
中
学
校
で
は
地
域
の
高

齢
者
を
招
き
、
生
活
科
や
総
合
的
な
学
習
の

時
間
に
お
い
て
意
欲
的
に
活
動
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
家
庭
や
学
校
は
も
と
よ
り
、
地

域
の
大
人
た
ち
が
物
事
の
善
悪
を
し
っ
か
り
と

教
え
、
温
か
い
心
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
ら
れ

る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
と
考
え
る
。
ま
た
、
高
齢
者
福
祉
施
設

に
併
設
す
る
保
育
施
設
は
５
カ
所
あ
り
、
高
齢

者
に
は
元
気
や
喜
び
な
ど
を
も
た
ら
し
、
子
ど

も
た
ち
に
は
成
長
の
よ
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
併
設
施
設
に
か
か
わ
ら
ず
、
交
流
を
促

進
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
き
た
い
。

交　通

自
転
車
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

公明党

質 問 者

植竹　成年
	 議員

　

６
月
か
ら
、
改
正
道

路
交
通
法
?
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
周

知
徹
底
を
行
う
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
安
心
・
安
全
な
道
路
環
境
整
備
が

さ
ら
に
求
め
ら
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
環
境

整
備
に
は
自
転
車
専
用
レ
ー
ン
設
置
が
効
果
的

で
あ
る
が
、
既
存
の
狭
い
道
路
へ
の
設
置
は
非

常
に
難
し
い
。
し
か
し
運
転
者
に
と
っ
て
の
安

心
・
安
全
な
道
路
環
境
の
整
備
は
必
要
で
あ
る
。

今
後
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
の
考
え
方
、
方
向

性
を
伺
い
た
い
。

建
設
部
長　

自
転
車
道
な
ど
の
設
置
に
は
、
法

令
等
で
幅
員
を
確
保
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て

お
り
、
既
存
道
路
で
は
拡
幅
が
必
要
な
路
線
が

多
く
、
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
例

え
ば
、
国
や
県
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
、
自
転

車
を
か
た
ど
っ
た
路
面
標
示
等
に
よ
り
、
自
転

車
の
通
行
位
置
や
方
向
を
明
示
す
る
事
例
な
ど

を
調
査
研
究
し
、
引
き
続
き
方
向
性
を
見
定
め

て
い
き
た
い
。

行　政

株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
と

の
連
携
に
つ
い
て

公明党

質 問 者

亀山　恭子
	 議員

　

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ　

Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ　

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

構
想
に
つ
い
て
、
所
沢

市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

と
ア
ピ
ー
ル
、
経
済
効
果
が
波
及
で
き
る
よ
う

な
商
品
開
発
を
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

と
共
同
で
行
っ
て
は
い
か
が
か
。
ま
た
、
柳
瀬

の
お
い
し
く
て
新
鮮
な
野
菜
を
所
沢
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
的
に
、
ま
た
定
期
的
に
野

菜
の
マ
ル
シ
ェ
に
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

経
営
企
画
部
長　

現
段
階
で
は
、
カ
フ
ェ
や
レ

ス
ト
ラ
ン
、
シ
ョ
ッ
プ
等
の
併
設
を
考
え
て
い

る
よ
う
で
あ
る
た
め
、
計
画
が
具
体
的
に
な
っ

た
時
点
で
、
費
用
対
効
果
や
開
発
の
可
能
性
も

含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。
カ
フ
ェ
は
狭
山
茶

を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
と
聞
い
て
お
り
、
地
元

特
産
品
へ
の
思
い
入
れ
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
施
設
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
は
市

へ
の
協
力
要
望
も
あ
る
た
め
、
マ
ル
シ
ェ
な
ど

が
開
催
で
き
れ
ば
所
沢
の
魅
力
を
お
伝
え
す
る

絶
好
の
機
会
と
な
る
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
と

も
調
整
し
な
が
ら
提
案
し
て
い
き
た
い
。

環　境

展
開
エ
コ
タ
ウ
ン
（
松
が
丘
地
区
）

の
方
向
性
・
発
展
性
に
つ
い
て

維新の党

質 問 者

谷口　雅典
	 議員

　

埼
玉
県
で
の
エ
コ
タ

ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第

２
弾
と
し
て
、
松
が
丘

地
区
が
重
要
取
組
地
区

と
し
て
決
定
し
た
が
、
地
域
住
民
の
方
か
ら
ア

イ
デ
ア
を
募
集
し
、
環
境
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

省
エ
ネ
と
い
う
こ
と
を
共
通
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

す
る
新
し
い
切
り
口
で
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
る
有
意
義
な
事
業
で
あ
る
。
こ
の
事
業
が
成

果
を
生
め
ば
、
次
の
段
階
と
し
て
類
似
事
業
、

水
平
・
横
展
開
に
よ
り
更
な
る
効
果
を
生
む
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長　

地
球
温
暖
化
の
中
で
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
環
境
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
視
点
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
第

２
期
所
沢
市
環
境
基
本
計
画
の
改
訂
に
お
い
て

は
温
暖
化
の
影
響
を
少
な
く
す
る
適
応
策
を

追
加
し
、
マ
チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ
ン
所
沢
構
想
で

は
、
人
と
自
然
が
寄
り
添
っ
た
地
域
社
会
の
構

築
な
ど
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
水
平
展
開
、
横
展
開
に
つ
い
て
は
、

そ
の
つ
も
り
で
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

交　通

高
齢
者
の
運
転
免
許
自
主
返
納
策

に
つ
い
て

公明党

質 問 者

吉村　健一
	 議員

　

所
沢
市
高
齢
者
運
転

免
許
証
自
主
返
納
支
援

事
業
は
、
免
許
証
を
自

主
返
納
し
た
65
歳
以
上

の
方
に
と
こ
ろ
バ
ス
の
無
料
乗
車
券
を
交
付
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
利
用
期
間
の
１
年
間
の
間

に
使
い
き
れ
な
い
と
い
う
声
が
あ
る
。
実
績
を

調
査
し
、
利
用
期
間
を
２
年
に
す
る
こ
と
に
つ

い
て
ぜ
ひ
検
討
を
。

市
民
部
長　

事
業
開
始
後
２
年
が
経
過
し
た
時

点
の
利
用
状
況
と
し
て
、
無
料
乗
車
券
１
件
あ

た
り
の
利
用
回
数
は
増
え
て
お
り
、
免
許
証
の

自
主
返
納
を
促
し
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

に
つ
な
げ
る
と
い
う
目
的
に
加
え
、
と
こ
ろ
バ

ス
の
利
用
者
増
加
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
な
ど
、

事
業
の
実
施
効
果
は
確
認
で
き
て
い
る
。
ご
指

摘
の
利
用
期
間
の
延
長
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

自
主
返
納
件
数
、
と
こ
ろ
バ
ス
運
行
経
費
、
無

料
乗
車
券
発
行
件
数
や
利
用
状
況
等
の
動
向
を

見
な
が
ら
、
ま
ず
は
課
題
を
整
理
し
た
い
。

▲無料乗車券

行　政

人
口
減
少
社
会
の
中
で
選
ば
れ
る

た
め
の
分
析
に
つ
い
て

民主ネット
リベラルの会

質 問 者

赤川　洋二
	 議員

　

千
葉
県
流
山
市
で
は
、

民
間
登
用
で
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
課
を
設
置
し
、

５
年
間
で
１
万
人
の
人

口
が
増
え
た
。
当
市
に
お
い
て
も
参
考
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
市
民
目
線
で
所
沢
市
を
選

ん
で
も
ら
う
た
め
に
は
ブ
ラ
ン
ド
力
、
住
宅
政

策
、
情
報
発
信
と
い
っ
た
も
の
が
大
事
で
あ
る

と
考
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

<

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く>

? 平成 27 年 6 月 1 日より改正道路交通法が施行され、一時停止違反、信号無視など自転車で危険な乗り方をした運転者に安全講習を
義務付け、さらに講習の受講命令に従わない場合は罰金刑が適用されるといった新たな制度がスタートしました。
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経
営
企
画
部
長　

地
域
の
特
性
を
把
握
す
る
た

め
に
は
統
計
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
分
析
が
不

可
欠
で
あ
り
、
現
在
、
地
方
版
総
合
戦
略
策
定

に
向
け
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
本
市
の
特
性
を

踏
ま
え
た
施
策
の
方
向
性
と
し
て
、
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
の
暮
ら
し
や
す
さ
な
ど
が
想
定
さ

れ
る
が
、
達
成
す
る
に
は
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に

よ
る
魅
力
ア
ッ
プ
や
、
流
入
人
口
に
対
す
る
住

宅
政
策
等
が
重
要
と
な
っ
て
い
く
。
ま
た
、
今

後
も
職
員
の
意
識
を
高
め
、
市
の
全
体
的
な
情

報
発
信
力
を
高
め
て
い
き
た
い
。

地　域

自
治
会
・
町
内
会
集
会
所に

つ
い
て

日本共産党

質 問 者

小林　澄子
	 議員

　

集
会
所
を
持
た
な
い

自
治
会
が
市
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
集
会
所
の

建
設
は
年
１
件
ほ
ど
の

実
施
で
あ
り
、
15
年
も
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
集
会
所

を
持
た
な
い
自
治
会
・
町
内
会
が
、
会
議
等
で

会
場
を
借
り
て
い
る
場
合
が
あ
る
か
と
思
う
が
、

そ
の
際
の
会
場
使
用
料
な
ど
を
補
助
で
き
な
い

か
。

市
民
部
長　

自
治
会
・
町
内
会
に
対
し
て
は
、

現
在
、
集
会
施
設
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
集
会
所
の
有
無
、
賃
貸
料
な
ど
の
実
態

を
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、
集
会
所
が
な
い
た
め
会
場
使

用
料
を
負
担
し
て
い
る
場
合
の
会
場
使
用
料
の

補
助
に
つ
い
て
は
、
既
に
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
平
成
28
年
度
以
降
、
で
き
る
だ
け

早
く
予
算
計
上
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

選　挙

高
齢
者
に
配
慮
し
た

投
票
所
ま
で
の
距
離
に
つ
い
て

民主ネット
リベラルの会

質 問 者

石本　亮三
	 議員

　

選
挙
の
投
票
所
は
住

所
の
地
番
で
決
め
ら
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と

ん
ど
か
と
思
う
が
、
富

岡
、
三
ケ
島
、
柳
瀬
地
区
な
ど
で
は
指
定
さ
れ

な
か
っ
た
投
票
所
の
方
が
は
る
か
に
近
い
ケ
ー

ス
が
あ
る
。
高
齢
化
の
進
行
や
、
投
票
率
が
低

下
傾
向
に
あ
る
中
、
距
離
を
勘
案
し
た
投
票
所

の
指
定
も
検
討
す
べ
き
段
階
に
入
っ
て
い
る
と

考
え
る
が
見
解
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

そ
の
よ
う
な
ご
意

見
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
投
票
所

か
ら
の
距
離
の
議
論
は
、
個
々
の
身
体
の
状
況

や
主
観
も
あ
り
、
一
概
に
判
断
は
難
し
い
問
題

で
あ
る
。
現
在
設
置
し
て
い
る
61
カ
所
の
投
票

所
は
、
選
挙
人
数
、
自
治
会
・
町
内
会
と
の
結

び
つ
き
、
投
票
所
設
置
場
所
の
有
無
や
生
活
圏

域
な
ど
を
勘
案
し
て
決
定
し
て
い
る
。
投
票
区

の
修
正
、
変
更
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
考
慮
し
な
が
ら
、
地
域
の
方
々
の
総
意
と
し

て
自
治
会
・
町
内
会
な
ど
か
ら
ご
意
見
、
ご
要

望
が
あ
れ
ば
協
議
し
て
い
き
た
い
。

選　挙

投
票
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
つ
い
て

日本共産党

質 問 者

平井　明美
	 議員

　

以
前
、
車
い
す
に
母

を
乗
せ
て
投
票
所
に
行

っ
て
い
た
が
、
ス
ロ
ー

プ
が
な
く
、
投
票
所
の

職
員
が
総
が
か
り
で
手
助
け
を
し
て
く
れ
て
い

た
。
そ
の
後
、
ス
ロ
ー
プ
が
作
ら
れ
、
と
て
も

う
れ
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
車
い

す
で
投
票
所
に
行
く
方
も
多
い
の
で
、
高
齢
化

社
会
に
向
け
て
、
投
票
所
に
ス
ロ
ー
プ
を
作
る

検
討
を
し
て
は
い
か
が
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

選
挙
管
理
委
員

会
で
用
意
し
た
簡
易
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
て
対

応
し
て
い
る
。
施
設
の
入
り
口
が
狭
か
っ
た
り
、

敷
地
の
形
状
の
都
合
上
設
置
で
き
な
い
場
所
で

は
、
事
務
従
事
者
が
補
助
的
な
介
助
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
よ
う
対
応
し
て
い
る
。
投
票
環
境
の

整
備
は
大
変
重
要
な
こ
と
と
認
識
し
て
お
り
、

高
齢
者
や
身
体
に
支
障
の
あ
る
方
が
投
票
し
や

す
い
よ
う
、
引
き
続
き
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進

め
て
い
き
た
い
。

行　政

出
張
商
店
街
事
業
に
つ
い
て

自由民主党・
無所属の会

質 問 者

青木　利幸
	 議員

　

買
い
物
弱
者
対
策
の

一
つ
と
し
て
、
商
店
街

の
衰
退
に
よ
り
買
い
物

に
不
便
を
生
じ
て
い
る

地
域
に
対
し
、
商
品
を
車
に
積
み
、
販
売
に
出

向
く
出
張
商
店
街
の
取
り
組
み
が
あ
り
、
当
市

で
も
和
ケ
原
商
店
街
が
、
市
と
国
の
補
助
金
を

活
用
し
、
フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
で
実
施
し
て
い
る
。

今
後
、
超
高
齢
化
社
会
の
訪
れ
を
見
据
え
、
市

内
で
支
援
を
必
要
と
す
る
地
域
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
み
を
広
め
て
い
く
の
か
。
ま

た
、
買
い
物
弱
者
に
対
し
、
他
の
施
策
は
考
え

て
い
る
か
。

産
業
経
済
部
長　

出
張
商
店
街
事
業
は
、
他
の

地
域
で
も
事
業
を
広
げ
る
こ
と
も
視
野
に
活
動

を
始
め
、
今
後
、
ニ
ー
ズ
や
採
算
性
等
を
勘
案

し
、
条
件
が
整
え
ば
新
た
な
地
域
に
展
開
し
て

い
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
取
り
組

み
は
県
内
で
も
注
目
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
そ
の
他

の
施
策
に
つ
い
て
は
、
本
年
実
施
し
て
い
る
消

費
動
向
調
査
に
て
必
要
と
さ
れ
る
買
い
物
支
援

に
つ
い
て
も
把
握
す
る
な
ど
し
て
対
策
を
考
え

て
い
き
た
い
。

行　政

株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
の

進
出
に
つ
い
て

日本共産党

質 問 者

荒川　　広
	 議員

　

株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ

Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
の
進
出
に
つ

い
て
は
非
常
に
期
待
の

目
を
持
っ
て
見
て
い
る

が
、
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
託
児
所
、

学
校
、
公
園
な
ど
が
取
り
巻
く
ま
ち
づ
く
り
」

と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。
ま
た
、
３
万
７
０

０
０
㎡
の
３
割
の
面
積
に
図
書
館
、
博
物
館
、

美
術
館
な
ど
が
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
内
部
の

構
想
を
聞
い
て
い
る
の
か
。

経
営
企
画
部
長　

公
共
貢
献
施
設
の
一
部
と
し

て
建
設
を
予
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
「
学

校
」
は
公
共
貢
献
施
設
を
活
用
し
た
事
業
と
し

て
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
や
、
デ
ジ
タ
ル
コ

ン
テ
ン
ツ
に
関
す
る
人
材
育
成
等
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
「
公
園
」
は
隣

接
す
る
東
所
沢
公
園
か
ら
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
へ

の
誘
導
や
、
み
ど
り
に
あ
ふ
れ
、
だ
れ
も
が
憩

え
る
空
間
の
創
出
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
ま
だ
詳
細
が
確
定
し
て
い
な

い
た
め
、
今
後
協
議
し
て
い
き
た
い
。



平成 27 年（2015 年） 8 月12 日 ところざわ市議会だより

15

議会をより身近なものに感じていただけ
るよう、議会情報を議員が直接、市民の
皆さんに報告するとともに、議会や市政
に関するご意見を市政に反映させるため
開催しています。

平成 27年 5月 27 日（水）
場所：所沢市役所全員協議会室

　
　

旧
市
役
所
庁
舎
跡
地
等
の
活
用
方

法
を
決
定
す
る
過
程
で
、
住
民
の
ア
ン

ケ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
市
民
が
参
加
す

る
説
明
会
の
よ
う
な
場
は
あ
る
の
か
。

　
　

委
員
会
の
中
で
は
そ
う
い
っ
た
質

疑
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
場
は

必
要
で
あ
る
と
思
う
。

　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業

に
つ
い
て
、
実
際
の
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
か
ど
う
か
と
い
う
結
果
を
議

会
と
し
て
ど
の
よ
う
に
見
て
い
く
の
か
。

　
　

委
員
会
の
中
で
も
一
時
的
な
も
の
、

ば
ら
撒
き
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
が

あ
っ
た
。
実
施
主
体
で
あ
る
商
工
会
議

所
か
ら
は
結
果
を
報
告
し
て
も
ら
う
と

い
う
議
論
も
あ
っ
た
。
期
間
終
了
後
に

総
括
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

予
算
審
査
の
際
は
、
既
存
事
業
の

場
合
、
前
回
の
予
算
と
比
較
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　

前
回
の
予
算
と
の
比
較
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
、
各
議
員
が
着
目
し
て

質
疑
を
し
て
い
る
。

　
　

議
員
の
過
半
数
が
予
算
に
反
対
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
取
り
出
し
て
否
決

や
修
正
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

　
　

３
月
定
例
会
で
も
組
み
替
え
動
議

が
提
案
さ
れ
た
よ
う
に
、
方
法
と
し
て

は
あ
る
。

　
　

市
議
会
だ
よ
り
を
全
戸
配
付
し
て

は
ど
う
か
。

問答問答

問答問答問

お
も
な
質
疑

　
　

市
議
会
と
し
て
は
全
戸
配
付
を
要

望
し
続
け
て
い
る
が
、
な
か
な
か
予
算

化
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
全

戸
配
付
は
市
議
会
の
願
い
で
あ
り
引
き

続
き
要
望
し
て
い
く
。
是
非
、
市
民
の

方
か
ら
も
意
見
、
要
望
を
市
へ
後
押
し

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

エ
ア
コ
ン
問
題
に
つ
い
て
は
、
３

月
定
例
会
で
14
人
の
議
員
が
質
問
を
し

て
追
求
し
た
こ
と
は
評
価
し
て
い
る
が
、

結
果
的
に
市
長
は
議
会
が
終
わ
る
ま
で

の
間
、
何
も
コ
メ
ン
ト
せ
ず
、
議
会
が

終
わ
っ
た
翌
々
日
の
記
者
会
見
で
発
表

し
た
。
議
会
と
し
て
の
考
え
を
聞
き
た

い
。

　
　

議
会
と
し
て
は
予
算
特
別
委
員
会

の
中
で
、
エ
ア
コ
ン
住
民
投
票
の
結
果

に
対
す
る
市
長
の
対
応
を
待
ち
た
い
と

い
う
意
見
が
多
数
あ
り
、
委
員
会
で
全

会
一
致
の
う
え
採
決
を
ぎ
り
ぎ
り
ま
で

保
留
し
対
応
を
待
っ
た
と
い
う
事
実
は

あ
る
。

⃝

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
に
あ
た
り
、
市
内
の
体
育
施

設
を
練
習
等
に
活
用
し
て
も
ら
う
よ
う

働
き
か
け
を
し
て
ほ
し
い
。

⃝

傍
聴
席
に
あ
る
モ
ニ
タ
ー
に
休
憩
中

に
委
員
会
が
開
催
さ
れ
る
場
合
、
委
員

会
の
開
始
時
間
が
表
示
さ
れ
る
と
良
い
。

⃝

議
会
報
告
会
は
、
議
会
と
市
民
の
問

題
意
識
、
認
識
を
共
有
で
き
る
部
分
を

増
や
す
と
い
う
こ
と
が
一
番
の
目
的
だ

と
思
う
。
多
く
の
項
目
か
ら
何
故
そ
れ

を
選
ん
で
報
告
し
た
か
、
議
会
の
問
題

意
識
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
説
明
が
足

り
な
い
。

答問答

お
も
な
意
見

※質疑・意見については一部の要旨を掲載
しています。全容はホームページでご覧
いただけます。

※次回は11月13日（金）および11月21日（土）
に開催予定です。

平成 27年 5月 30 日（土）
場所：生涯学習推進センター

当初予算を審議した

平成27年3月
定例会の 会報告会を開催しました議

? 当初予算…年度開始前に年間予算（年度内の総収入と総支出を見積もったもの）として編成し、成立した基本的な予算。
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本
年
は
戦
後
70
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、

所
沢
市
議
会
に
と
っ
て
は
開
設
65
周
年
と
い
う
年

で
も
あ
り
ま
す
。そ
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

広
聴
広
報
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
い
た
し
ま
し

た
。ち
な
み
に
デ
ザ
イ
ン
を
考
案
し
た
の
は
議
会

事
務
局
の
職
員
で
す
。是
非
と
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称
を
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け
て
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だ
き
、市
民
の
み
な
さ
ま
と
議

会
を
つ
な
げ
る
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
大
い
に
活

躍
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

（
荻
）

市議会ココ 3か月

　所沢市議会は、昭和25年11月3日に所沢市制が施行されたことを受け、同年11月17日に初議会を開催しました。
　今年はこの初開催から数えて65周年にあたることから、突然ですが、これを記念して、このたび、広聴広報委員会に
マスコットキャラクターが登場することとなりました！
　このキャラクターの名前を、市民の皆様より募集したいと思います。ぜひ奮ってご応募ください。

所沢市議会６５周年記念！
広聴広報マスコットキャラクターの名前を募集します！！

【profile】

生まれたところ ： 所沢市

誕生日 ： 11月17日(初議会開催の日)

性格 ： とてもオープン

お仕事 ： 議会を裏で支える自称

ひばりの忍者。所沢市議会のこと

は何でも知っているつもりでいる。

素質を見込まれ広聴広報部門を担

当することになり、表舞台に姿を

現すことになった。

今後はHPやSNS、そして市議会

だよりなどを舞台に、活躍してい

きたいと思っている。

point１  【leaf】

お茶の葉を頭に乗せている。

point2  【face】

忍者として様々 な仕事をこなす
ため、顔を変えることができる。
噂では、33もの顔を使い分ける
とか々々々

point3  【body】

赤いスカーフはこだわりのトレード
マーク。胸には所沢市議会65周年
の記念エンブレムが光る。
羽根のような手はひばりの手？

＜応募方法＞
【キャラクターの名前】【名前の由来】【お名前】【ご住所】【お電話番号】をメール、FAX、書面等のいずれかの
方法にてご応募ください。
※採用作品に係る著作権、その他一切の権利は、所沢市議会に帰属します。
※住所・氏名・電話番号等の個人情報については、本事業実施に関わる事務以外には使用しません。
＜応募先＞
所沢市議会事務局調査担当　　〒359-8501所沢市並木1-1-1
■電話：04-2998-9256　■FAX番号：04-2998-9222　■Mail：a9256@city.tokorozawa.saitama.jp
＜応募締め切り＞
平成27年９月11日（金）必着

4月 26日 市議会議員選挙
 30日 新議員当選者初顔合わせ会
5月 13日 新任議員事務説明会
 19日 第１回臨時会
25･26日  新任議員市内施設見学会
 27日 議会報告会
 28日 全員協議会
 30日 議会報告会
6月 8日 議会運営委員会
6月 16日～７月７日　第２回定例会

次 の 定 例 会 は ９ 月 １ 日 か ら の 予 定 で す 。


